
経
済
的
な
理
由
で
保
険
料
の
納

付
が
困
難
な
場
合
は
検
討
を

　
保
険
料
を
未
納
の
ま
ま
に
し

て
お
く
と
、
老
後
や
重
い
障
害

が
残
っ
た
と
き
な
ど
の
年
金
受

給
に
影
響
し
ま
す
。
未
納
の
ま

ま
に
せ
ず
、「
免
除
」や「
猶
予
」

の
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

「
免
除
」「
猶
予
」
制
度

　
本
人
か
ら
の
申
請
に
よ
っ
て
、

保
険
料
の
納
付
猶
予
ま
た
は
全

額
も
し
く
は
一
部
が
免
除
に
な

る
制
度
で
す
。

手
続
き

　
対
象
期
間
は
７
月
か
ら
翌
年

の
６
月
ま
で
で
す
。
す
で
に
免

除
を
受
け
て
い
る
人
も
、
毎
年

の
申
請
が
必
要
で
す
。

　
申
請
時
点
か
ら
２
年
１
か
月

前
ま
で
の
未
納
分
の
申
請
も
で

き
ま
す
。
免
除
の
決
定
は
前
年

所
得
を
も
と
に
審
査
さ
れ
ま
す
。

税
金
の
申
告
を
し
て
い
な
い
と

所
得
の
審
査
が
で
き
な
い
の
で
、

必
ず
申
告
を
済
ま
せ
て
か
ら
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

特
定
入
所
者
介
護
サ
ー
ビ
ス
費

（
負
担
限
度
額
認
定
）制
度
と
は

　
所
得
の
低
い
人
が
、
介
護
保

険
対
象
施
設
の
利
用
が
困
難
に

な
ら
な
い
よ
う
に
、
利
用
者
の

自
己
負
担
と
な
っ
て
い
る
居
住

費
と
食
費
を
、
所
得
に
応
じ
た

限
度
額
ま
で
と
す
る
制
度
で
す
。

負
担
限
度
額
認
定
証

　　
利
用
す
る
に
は
、
負
担
限
度

額
認
定
証
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

認
定
証
が
交
付
さ
れ
た
ら
、
利

用
す
る
施
設
の
窓
口
に
提
示
し

て
く
だ
さ
い
。

対
次
の
全
て
に
該
当
す
る
人

▽
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
人

▽�

預
貯
金
な
ど
の
額
が
、
所
得

に
応
じ
た
基
準
額
よ
り
少
な

い
人

申
請
に
必
要
な
も
の

▽�

年
金
手
帳
な
ど
基
礎
年
金
番

号
が
分
か
る
も
の

▽�

失
業
の
場
合
、
離
職
票
ま
た

は
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証

申
問

▽
備
後
府
中
年
金
事
務
所

　
（
☎
４
１–

７
４
２
１
）

▽�

市
役
所
市
民
課

　
（
☎
４
４–
９
１
４
２
）

▽
上
下
支
所
市
民
生
活
係

　
（
☎
６
２–

２
１
１
４
）

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

利
用
し
た
電
子
申
請
も

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

対
象
の
手
続
き

▽
資
格
取
得
・
種
別
変
更
届

▽�

保
険
料
免
除
・
納
付
猶
予
申
請

▽
学
生
納
付
特
例
申
請

※
詳
し
く
は
日
本
年
金
機
構
Ｈ

Ｐ
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

問
備
後
府
中
年
金
事
務
所

　
（
☎
４
１–

７
４
２
１
）

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
難
し
い
場
合
は
、

「
免
除
」
や
「
猶
予
」
の
申
請
が
可
能
で
す
。

介
護
保
険
で
は
、
介
護
施
設
の
居
住
費
や
食
費
の

負
担
を
軽
く
し
て
く
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

減
額
に
な
る
サ
ー
ビ
ス

▽�

介
護
老
人
福
祉
施
設
（
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
）・
介
護

老
人
保
健
施
設
・
介
護
医
療

院
入
所
（
院
）
者
の
居
住
費

と
食
費

▽�

短
期
入
所
生
活
介
護（
シ
ョ
ー

ト
ス
テ
イ
）・
短
期
入
所
療

養
介
護
利
用
者
の
居
住
費
と

食
費

有�

効
期
間　
申
請
し
た
月
の
初

日
～
令
和
７
年
７
月
31
日
ま
で

申�

請
に
必
要
な
も
の　
申
請
日

か
ら
２
か
月
以
内
に
記
帳
し

た
通
帳
の
写
し
、
有
価
証
券

の
価
格
表
を
確
認
で
き
る
書

類
、
投
資
信
託
口
座
残
高
の

写
し
な
ど
の
本
人
お
よ
び
配

偶
者
の
預
金
金
額
の
分
か
る

も
の
、
申
請
書
、
印
鑑

申
請
期
間　
随
時

申
問

▽
介
護
保
険
課

　
（
☎
４
０–

０
２
２
２
）

▽
上
下
支
所
市
民
生
活
係

　
（
☎
６
２–

２
１
１
４
）

７
月
11
日（
木
）～
20
日（
土
）は

広
島
県
夏
の
交
通
安
全
運
動

▽�

道
路
を
横
断
す
る
時
は
横
断

歩
道
を
渡
り
ま
し
ょ
う
。

　

�

夕
暮
れ
時
と
夜
間
に
は
、
運

転
者
か
ら
見
え
や
す
い
よ
う

に
反
射
材
な
ど
を
着
用
。

▽
飲
酒
運
転
は
犯
罪
で
す
。

　

�

悲
惨
な
事
故
を
防
ぐ
た
め
、

外
食
な
ど
で
飲
酒
す
る
際
は

必
ず
ハ
ン
ド
ル
キ
ー
パ
ー
を

決
め
、
飲
酒
運
転
を
絶
対
に

許
さ
な
い
環
境
を
。

▽�

自
転
車
は
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着

用・車
道
左
側
通
行
が
原
則
で
す
。

　

�

交
差
点
で
は
信
号
と
一
旦
停

止
を
守
っ
て
安
全
確
認
を
。

　

�

飲
酒
運
転
・
二
人
乗
り
・
並

進
・
夜
間
の
無
灯
火
走
行
の

禁
止
を
徹
底
。

　

�

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
・
ヘ
ッ
ド

ホ
ン
な
ど
を
使
用
し
な
が
ら

の
危
険
通
行
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

問
総
務
課（
☎
４
４–

９
１
０
４
）

今
日
も
ま
た

　
あ
な
た
の
無
事
故

　
　
　
　
　
待
つ
家
族

交
通
安
全
年
間
ス
ロ
ー
ガ
ン

▲ホは
こちら
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